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演   題    安倍政権の展望 －内政と外交－ 

講   師    東京大学 名誉教授 

          御 厨 貴 氏 

日   時    平成 28年 10月 11日（火） 

        13:30～15:00 

会   場    リーガホテルゼスト高松 2階 

「エメラルドの間」 

         高松市古新町 9-1  TEL (087)822-3555 

講 師 略 歴    1951年生まれ。東京都出身。 

75年東京大学法学部卒業、同大学法学部助手。78年東京都立大学法学部助教

授、88年東京都立大学法学部教授。89年ハーバード大学イエンチン研究所客

員研究員（～91年）。97年政策研究大学院大学客員教授、99年政策研究大学

院大学教授。東京都立大学名誉教授。2002年東京大学先端科学技術研究セン

ター教授。12年東京大学先端科学技術研究センター客員教授、放送大学教授、

13年より青山学院大学特別招聘教授を兼務。 

プロフィル    政治家、官僚などの「聞き書き」を本格的な歴史研究の資料として作成、活 

用するオーラル・ヒストリーを専門とする。後藤田正晴、渡辺恒雄、宮沢喜

一、石原信雄氏などの聞き書き研究をまとめる。明治国家の研究でも業績が

ある。ＴＢＳテレビの「時事放談」のキャスターを務める。 

主 要 著 書    「オーラル・ヒストリー」、「保守の終わり」、「ニヒリズムの宰相小泉純一郎 

論」、「天皇と政治―近代日本のダイナミズム」、「政治の終わり、政治の始ま

り」、「権力の館を歩く」、「政治へのまなざし」、「政治の終焉」、「政権交代を

超えて―政治改革の 20年」、「知の格闘―掟破りの政治学講義」、「日本政治 ひ

ざ打ち問答」、「安倍政権は本当に強いのか」、「政治の眼力 永田町「快人・怪

物」列伝」、「大震災復興過程の政策比較分析―関東、阪神・淡路、東日本の

三大震災の検証」、「戦前史のダイナミズム」、「宮澤喜一と竹下登―戦後保守

の栄光と挫折」、「後藤田正晴と矢口洪一―戦後を作った警察・司法官僚」、「政

治家の見極め方」、「権力の館を考える」、「戦後をつくる―追憶から希望への

透視図」など多数。 


